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新
緑
ま
ぶ
し
い
今
日
こ
の
頃
、
卒
業
生
の
皆
様
に

は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

常
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中
道
瞳
選
手
の
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
や
吹
奏
楽
部
の
「
笑
っ

て
コ
ラ
え
て
」
、
そ
し
て
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国

準
優
勝
な
ど
「
京
都
橘
」
の
文
字
が
新
聞
に
テ
レ
ビ

に
度
々
登
場
し
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様

が
テ
レ
ビ
の
前
で
母
校
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な

が
ら
応
援
頂
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
進
学
で

も
多
く
の
生
徒
が
第
一
志
望
へ
の
合
格
を
勝
ち
取

り
、
高
校
入
試
で
は
定
員
を
大
き
く
超
え
る
入
学

者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
目
覚
ま
し
い
発

展
を
実
現
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
伝
統
の
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
現
状
に
満
足
せ
ず
、
大
き
な
志

を
持
っ
た
若
者
を
世
に
送
り
出
す
た
め
に
更
な
る

改
革
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
母
校
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

陽
ざ
し
を
う
け
て
、
若
葉
も
一
段
と
輝
き
、
さ
わ

や
か
な
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
同
窓
会
春
光

会
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
京
都
橘
学
園
創
立
百
十
周
年
記
念
行
事
に

春
光
会
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
盛
大
に
終
わ
り
ま

し
た
。
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
試
合
で
は
、
準
優
勝

を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
監
督
、
選
手
た
ち
の

団
結
、
信
頼
関
係
、
そ
し
て
、
最
後
ま
で
「
あ
き
ら

め
な
い
」
と
い
う
努
力
が
京
都
橘
学
園
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
国
民
に
も
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
京
都
橘
百
十
周
年
記
念
に
相
応
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
部
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
鼓
部
、
吹
奏
楽
部
の
活
躍

が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
り
、
バ
レ
ー
部
は
試
合

に
勝
利
さ
れ
、
一
挙
に
知
名
度
が
上
が
り
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
の
活
躍
が
私
た
ち
同
窓
生
の
「
誇
り
」

で
す
。
京
都
橘
の
誇
り
を
胸
に
人
生
を
歩
み
た
い

も
の
で
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
母
校
の

益
々
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

全国高校サッカー選手権大会準優勝
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２０１１年 
　　　　4月7日 入学式（臨席）
　　　　　　　　　新入生　中学校75名・高等学校242名
　　　　4月17日 太鼓部定期演奏会（お祝金）
　　　　6月4日 役員会
　　　　6月11日 春光会総会（新・都ホテル）
　　　　7月2日 役員会
  女子バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　インターハイ出場（お祝金）
　　　　9月9日 役員会
　　　　9月10日 学園祭出店・作品展示
　　　　10月　　 女子バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　国体出場（お祝金）　　　　
　　　　10月29日 秋の散策（大阪府堺市）　
　　　　11月20日 吹奏楽部全国マーチング
　　　　　　　　　コンテスト出場（お祝金）
　　　　12月18日 吹奏楽部定期演奏会（お祝金）　
２０１２年 
　　　　1月6日 女子バレーボール部春高バレー
　　　　　　　　　全国大会出場（お祝金）
　　　　1月21日 役員会
　　　　2月18日 役員会
　　　　2月29日 春光会入会式
　　　　3月1日 京都橘高等学校卒業式（臨席）

会 務 報 告

　6月16日(土)2012年度春光会総会が京都駅八条口にあ
る 新・都ホテルで開催されました。
　会員44名、来賓2名の参加でした。
　総会では議題「会務報告、会計報告、監査報告、予算
案、役員案」が報告され、いずれの議案も満場一致で承
認されました。
　総会終了後は、第二部として「学園創立110周年」の
記念祝賀会が、橘翔会、橘幸会、父母の会、教職員合同
で行われました。
　各団体の出し物や懐かしいスライド等もあり、恩師や
先輩、同窓生などと、飲食、談笑をして楽しい時間はあ
っという間に過ぎ
ました。
　最後は、平松先
生の指揮による校
歌と“橘魂”を歌い
散会しました。

自2011年4月  ～  至2012年3月

【春光会2011年度決算】

基本財産

収　　入
項　目

前年度繰越金
入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より

　　合　計

10000×269

40人　お祝い・他

石鹸・学園祭売上げ他

新聞発行・発送、総会費用、記念品他

クラブ同窓会補助

吹奏楽・太鼓・バレー部・陸上部祝金他

役員会他

会議運用諸費

ハガキ、切手役員通信費他

予　算
6,399,090
2,700,000

5,000
200,000
50,000

0

9,354,090

決　算
6,399,090
2,690,000

842
190,000
61,050

0

9,340,982

増　減 備　考 備　考
0

△ 10,000
△ 4,158
△ 10,000
11,050

0

△ 13,108

収　　入 支　　出
前年度繰越金
受け取り利息
組み入れ金
　　合　計

次年度繰越金
一般会計へ

　　合　計

4,563,183
891

2,000,000
6,564,074

6,564,074
0

6,564,074

財産目録

経常費の部

基本財産の部

郵便貯金

京都銀行

京都銀行

通常貯金
普通預金
定期預金
普通預金
定期預金
　合　計

229,352
2,179,139
1,784,132

0
4,564,074
2,000,000
10,756,697

自　2011年4月1日　至　2012年3月31日

自　2012年4月1日　至　2013年3月31日

支　　出
項　目

事　業　費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄付金支出
予　 備　 費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　 合　計

予　算
3,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000

0
10,000

2,000,000
3,694,090
9,354,090

決　算
2,683,864
20,000
260,000
121,500
54,089
8,906

0
0

2,000,000
4,192,623
9,340,982

増　減
△ 316,136
△ 80,000
60,000

△ 78,500
4,089

△ 91,094
0

△ 10,000
0

498,533
△ 13,108

【春光会2012年度予算】
収　入

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より
前年度繰越金

　　合　計

事　 業　 費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　備　費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　　合　計

金　額
2,640,000

5,000
200,000
50,000

0
4,192,623

7,087,623

4,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000
300,000
10,000

0
2,127,623
7,087,623

備　考 備　考
264×10,000円

＠1,000×200口
石鹸売上げ等

会報印刷、郵送費、記念品、総会費用他
１支部／学年・クラス会
クラブ関係お祝い金　他
役員会等

110周年記念寄付金

支　出 金　額

2012年度

春光会総会報告
2012年度

春光会総会報告

現　　金

❷
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本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名
を
掲

載
し
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に
「
口
数
、
金

額
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

会
　
　
長

　

吉
岡　

春
美
（
昭
41
卒
）

副
会
長

　

松
村　

典
子
（
昭
41
卒
）

　

中
井　

美
実
（
昭
54
卒
）

　

小
林　
　

栄
（
昭
54
卒
）

会
　
　
計

　

後
藤
エ
ミ
子
（
昭
41
卒
）

　

宮
本　

芳
美
（
昭
41
卒
）

会
計
監
査

　

三
上　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

菜
畠　

雅
代
（
昭
52
卒
）

常
任
委
員

　

奥
川
ノ
ブ
エ
（
昭
19
卒
）

　

萱
沼　

房
子
（
昭
35
卒
）

　

川
辺　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

出
村
美
枝
子
（
昭
35
卒
）

　

石
村　

常
枝
（
昭
40
卒
）

　

安
田
紀
代
子
（
昭
40
卒
）

　

上
田　

章
子
（
昭
54
卒
）

　

善
積　

和
子
（
昭
54
卒
）

　

石
野　

浩
子
（
昭
57
卒
）

　

中
橋　

昌
美
（
昭
57
卒
）

　

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）

　

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

　

村
上
夕
美
子
（
昭
58
卒
）

　

寺
田　

由
香
（
昭
63
卒
）

　

山
本　

友
美
（
昭
63
卒
）

　

小
松　

里
奈
（
平
4
卒
）

　

中
辻　

道
子
（
平
4
卒
）

　

村
上　

香
織
（
平
4
卒
）

　

幡
井　

信
子
（
平
10
卒
）

　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）

　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）

相
談
役

　

松
尾　

律
子
（
昭
35
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

昭
和
15
・
本

16
・
本

17
・
本

18
・
本

19
・
師

19
・
裁

22
一
本

23
・
本

24
・
普専

29
・
洋

35
・
被被

荒
木　

ヱ
ミ
子

古
松　

美
代
子

上
原　

加
寿
子

岩
渕　

鈴
子

奥
川　

ノ
ブ
ヱ

藤
居　

晢
子

竹
本　

佳
代

大
森　

冴
子

弘
田　

恵
子

森
田　

道
子

太
田　

和
子

萱
沼　

房
子

川
辺　

幸
子

41
・
被被被商商商

45
・
商

47
・
普

54
・
被被被被被

信
田　

あ
や
子

松
村　

典
子

吉
岡　

春
美

上
杉　

悦
子

後
藤　

エ
ミ
子

宮
本　

芳
美

佐
野　

か
ほ
る

宇
治
田　

洋
子

岡
田　

和
子

小
林　

栄

中
井　

美
実

山
岸　

実
千

善
積　

和
子

57
・
普普普普

58
・
普普普

平
成
18
・
普

石
野　

浩
子

中
橋　

昌
美

西
嵜　

信
子

吉
田　

節
子

井
上　

和
子

宗　

裕
子

村
上　

夕
美
子

山
形　

光

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会
役
員

春
光
会
役
員

2
0
1
2
年
度

2
0
1
2
年
度

　

恒
例
の
秋
の
散
策
、
昨
年
は
欠
席
を
し
た

け
れ
ど
今
年
は
参
加
。今
年
の
開
催
は
行
楽

シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
の
11
月
24
日（
土
）に
な

り
ま
し
た
。

　

紅
葉
も
一
番
の
見
頃
、奈
良
へ
！！

　

前
日
か
ら
の
雨
を
心
配
し
な
が
ら
京
都
駅

を
バ
ス
で
出
発
。コ
ー
ス
は
法
隆
寺
↓
東
大

寺
方
面
、何
せ
観
光
シ
ー
ズ
ン
、道
路
の
渋
滞

大
丈
夫
か
な
？
な
ん
て
道
路
事
情
も
気
に
は

し
つ
つ
も
車
内
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
お
し
ゃ
べ
り
の
花
が「
パ
ッ
！
」

「
パ
ッ
！
」「
パ
ァ
〜
〜
〜
！
！
！
」と
賑
や
か

に
咲
き
だ
し
ま
す
。J
R
法
隆
寺
駅
か
ら
の

乗
車
の
方
を
目
指
し
て
少
々
遅
れ
な
が
ら
も

バ
ス
は
駅
に
向
か
い
ま
す
。そ
し
て
法
隆
寺

駅
で
現
地
集
合
の
参
加
者
合
流
、
い
ざ
法
隆

紅
葉
の
奈
良
へ

寺
へ
。私
は
東
大
寺
方
面
へ
は
幾
度
か
足
を

運
ん
だ
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
初

め
て
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
ひ
と
つ
な

の
で
す
。駐
車
場
で
バ
ス
を
降
り
法
隆
寺
に

向
か
い
歩
き
出
す
と
や
っ
ぱ
り
「
奈
良
の
景

色
は
広
い
な
ぁ
〜
」と
ひ
と
り
言
。心
配
し
て

い
た
天
気
も
曇
天
な
が
ら
も
温
か
い
。法
隆

寺
境
内
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
見
学
す
る
と
、
個
人
で
は
見
逃
す

と
こ
ろ
を「
ほ
ぉ
〜
！
」「
へ
ぇ
〜
！
」「
す
ご

い
な
ぁ
〜
！
」
と
感
心
し
な
が
ら
・
・
・
歩

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
法
隆
寺
拝
観
を
済
ま
せ
バ
ス
へ

戻
っ
て
東
大
寺
方
面
へ
向
か
い
ま
す
。

　

楽
し
み
の
お
昼
ご
飯
を
目
指
し
て
東
大
寺

周
辺
の
「
天
平
倶
楽
部
」
へ
。や
っ
ぱ
り
東
大

寺
一
円
は
車
・
人
が
ご
っ
た
返
し
賑
や

か
な
場
所
！！

　

昼
食
場
所
に
つ
き
準
備
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
お
食
事
を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能

い
た
し
ま
し
た
。お
な
か
も
一
杯
に

な
っ
た
の
で
東
大
寺
ま
で
徒
歩
で
移

動
。・
・
・
近
い
ん
で
す
よ
。（
笑
）

　

奈
良
と
い
え
ば
「
鹿
」。人
馴
れ
し
た

鹿
た
ち
の
出
迎
え
を
受
け
て
大
仏
殿
へ

と
歩
い
て
い
き
ま
す
。テ
レ
ビ
や
映
画

な
ん
か
で
も
よ
く
見
る
景
色
な
ん
で
す

が
、
雄
大
な
景
観
。「
お
ぉ
〜
！ 

東
大

寺
。」
歴
史
を
感
じ
る
景
色
と
大
仏
の
大

き
さ
は
何
度
来
て
も
実
感
し
ま
す
ね
。

お
次
は　

お
み
や
げ　

か
な
？
な
ん
て

話
し
な
が
ら
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
つ
つ
お

土
産
さ
が
し
。日
帰
り
観
光
で
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
よ
ね
。

　

そ
れ
か
ら
東
大
寺
近
く
の
仏
像
写
真

の
有
名
な
ア
ト
リ
エ
に
お
邪
魔
を
し
ま

窪
田　

ヨ
シ
子

豊
秋　

美
枝
子

堂
前　

壽
子

中
小
路　

弘
子

中
村　

育
子

平
田　

美
津
子

福
井　

貴
子

松
尾　

律
子

黒
川　

貞
子

三
上　

幸
子

今
村　

知
子

山
口　

幹
子

奥
野　

晃
子

被被商被被被被被被被

36
・
被

38
・
被

41
・
被

し
た
。こ
の
ア
ト
リ
エ
は
橘
の
卒
業
生
の
方

が
嫁
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。お
店
の
ご
厚

意
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全
員
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
し
て
ま
た
ま
た
お
み
や
げ
購
入
。

　

バ
ス
に
乗
り
込
み
最
後
の
見
学
場
所
、
朱

雀
門
・
平
城
京
跡
に
向
か
い
ま
す
。予
定
よ

り
少
し
遅
れ
た
せ
い
か
人
も
少
な
く
な
っ
て

寂
し
い
様
な
、
寒
い
様
な
。で
も
、
最
後
に
参

加
者
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
り
一
日
の
行
程

を
終
え
て
京
都
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
秋
の
散
策
」、
少
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
密
で
し
た
が
、
歴
史
を
感
じ
と
れ
る
楽

し
い
賑
や
か
な
旅
で
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
開
催
（
春
光
会
・
橘
幸
会
・

橘
翔
会
・
父
母
の
会
合
同
企
画
）な
の
で
、
是

非
皆
様
も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“

”

昭
和
31
年
　
被
服
科
た
ち
ば
な
ク
ラ
ス
会

昭
和
17
年
　
高
家
と
み
子
様
　
　
　
　

ご
家
族
よ
り

❸



　

第
一
〇
九
期
生
は
、
生
徒
数
が
昨
年
度
よ

り
七
名
少
な
い
な
が
ら
一
昨
年
、
昨
年
に
続

い
て
難
関
大
学
へ
の
確
実
な
合
格
実
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合

格
は
、
大
阪
大
学
、
東
北
大
学
、
北
海
道
大

学
を
は
じ
め
三
二
名
に
な
り
ま
し
た
。
難
関

私
立
大
学
（
関
関
同
立
）
は
五
一
名
の
合
格

と
な
り
、
昨
年
よ
り
は
少
な
い
結
果
で
し
た
。

ま
た
、
短
期
大
学
は
二
四
名
、
専
門
学
校
は

三
四
名
の
合
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

全
卒
業
生
が
進
学
希
望
で
し
た
。

　

学
校
で
は
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
今
年
度
も
年
末
年
始
に
教
室
を
開
放
し
て

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

（
中
学
校
）

　

二
〇
一
三
年
入
試
は
、四
回
目
の
中
学
校
入

試
で
し
た
。全
国
的
に
は
中
学
校
入
試
受
験
者

が
減
少
す
る
中
で
、
今
年
の
入
試
で
は
、
午
後

入
試
を
初
め
て
行
い
、本
校
の
志
願
者
数
は
過

去
最
高
の
三
一
六
名
（
昨
年
二
三
六
名
）
に
な

り
、
入
学
者
数
は
六
一
名
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、
入
試
成
績
で
は
、
昨
年
よ
り
も
ボ
ー
ダ
ー

を
上
げ
て
の
判
定
と
し
ま
し
た
の
で
、今
後
六

年
間
の
学
力
伸
長
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
徒
の
個
別
指
導
の
充
実
、学
習
指
導
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

進
路
状
況

❹

　

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
年
度
の
授
業
や
特

別
講
座
で
は
、
進
路
実
績
が
さ
ら
に
向
上
す

る
よ
う
、
生
徒
を
指
導
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
高
等
学
校
）

　

高
等
学
校
入
試
は
、公
立
学
校
入
学
定
員
減
、

国
の
就
学
支
援
金
、京
都
府
あ
ん
し
ん
修
学
支

援
制
度
が
あ
り
、私
学
の
受
験
者
数
が
増
え
る

情
勢
で
し
た
。志
願
者
は
一
四
三
七
名
で
昨
年

よ
り
約
五
〇
〇
名
減
と
い
う
結
果
で
し
た
。こ

れ
は
、初
め
て
の
内
部
進
学
者
を
迎
え
る
関
係

で
、
高
等
学
校
の
外
部
募
集
定
員
が
減
少
し
、

そ
の
結
果
合
否
ボ
ー
ダ
ー
が
上
が
っ
た
た
め

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。併
願
受
験
者
の
入
学

率
は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。特
に
Ｓ
コ
ー

ス
の
入
学
者
が
、
予
想
以
上
と
な
り
、
高
い
学

難
関
国
公
立
大
学

現
役
合
格
は
じ
め

輝
か
し
い
大
学
合
格
実
績

おもな大学の合格者数

◆
国
公
立
大
学
　
　
　
三
二
名

　
大
阪
大
学
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
東
北
大
学
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
神
戸
大
学
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
北
海
道
大
学
　
　
　
　
　
　
一
名

　
奈
良
女
子
大
学
　
　
　
　
　
二
名

　
奈
良
教
育
大
学
　
　
　
　
　
二
名

　
大
阪
府
立
大
学
　
　
　
　
　
二
名

　
京
都
教
育
・
滋
賀
・
山
口
・

　
・
兵
庫
県
立
・
滋
賀
県
立
他

◆
私
立
大
学
　
　
　
五
四
四
名

　
関
関
同
立   

　
　 

　
　
　五
一
名

　
産
近
龍
佛    

　
　
　
　一
〇
三
名

　
京
都
橘
　
　
　
　
　 

二
〇
〇
名

　
早
稲
田
・
東
京
音
大
他

◆
短
期
大
学
　
　
　
　
二
四
名

◆
専
門
学
校
　
　
　
　
三
四
名

力
層
の
生
徒
が
多
く
入
学
し
ま
し
た
。全
体

の
入
学
者
数
は
、
内
部
進
学
者
を
含
め
て
三

一
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
設
置
か
ら
三
年
を
経
過
し
、
内
部

進
学
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
合
格
者
の
成
績
が

昨
年
以
上
に
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

他
方
、生
徒
の
出
身
地
域
は
京
都
市
内
、京
都

府
下
の
生
徒
数
割
合
が
昨
年
に
続
い
て
高
く

な
り
ま
し
た
が
、
大
阪
府
下
か
ら
の
生
徒
数

は
、
一
〇
％
未
満
と
減
少
し
ま
し
た
。入
学
者

の
地
域
構
成
が
大
き
く
様
変
わ
り
を
と
げ
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
も
外
部
募
集
枠
は
二
三

〇
名
で
す
の
で
、
よ
り
高
い
層
の
生
徒
の
入

学
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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入
試
状
況



　卒業式を翌日に控えた2月28日（木曜日）
春光会入会式が行われました。京都橘中学
校・高等学校フェスティバルホールにて役
員参加のもと、吉岡春美会長の祝辞につづ
き、卒業生代表　松田理瑚さんに春光会会
員証と入会記念品の贈呈がされ、新しく
266 名の方々が春光会会員に加わりました。

❺

　

毎
年
学
園
祭
に
同
窓
会
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

例
年
ど
お
り
、手
作
り
石
鹸
、食
用
ロ
ー

リ
エ
、ゴ
キ
ブ
リ
オ
ラ
ン
に
加
え
手
作
り
お

か
き
、卒
業
生
が
さ
れ
て
い
る
洋
菓
子
店
の

ク
ッ
キ
ー
の
販
売
と
卒
業
生
の
作
品
、中
村

育
子
さ
ん
の「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
」五
点
、

三
上
幸
子
さ
ん
の「
押
し
花
作
品
」七
点
、ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
出
場

の
中
道
瞳
選
手
の
写
真
パ
ネ
ル
三
点
の
展

示
を
し
ま
し
た
。今
年
も
「
陶
芸
教
室（
橘

幸
会
）」の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
と
販
売
も

同
じ
教
室
で
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
中
道
選
手
の
活
躍
ぶ
り
、中
村

さ
ん
と
三
上
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
に

感
心
し
な
が
ら
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
鹸
、ロ
ー
リ
エ
、ゴ
キ
ブ
リ
オ
ラ
ン
は

好
評
で
特
に
ク
ッ
キ
ー
、手
作
り
お
か
き

は
早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
度
の
学
園
祭
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。卒
業
生
み
な
様
、こ
の
機

会
に
是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
九
月
十
二
日
㈭
　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
三
日
㈮
　
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
四
日
㈯
　
橘
　
祭

　
対
　
象

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
象
者
の
名

　
簿
と
、会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、報
告

　
書
、写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
春
光
会
で
は
、
学
年
、
コ
ー
ス
、
ク
ラ
ブ

単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、
企
画
を
援
助
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催

を
計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
補
助
金
は
左
記
の
内
容
で
す
。

﹇
案
内
送
付
対
象
者
数
﹈が 

　
　
20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

　
　
51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

 

　
　
以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

　
　
　
5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

入 会 式ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

卒業式
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九
月
十
五
日
、
橘
祭
の
同
窓
会
ブ
ー
ス
に

ひ
と
き
わ
豪
華
な「
ち
ぎ
り
絵
」の
素
晴
ら
し

い
作
品
を
五
点
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。作
品
名
は
「
夏
至
過
ぎ
て
」「
八
橋
の
帖
」

「
梦
幻
」「
水
無
月
の
郊
」「
香
嵐
渓
」川
に
紅
葉
、

紫
陽
花
、水
仙
、あ
や
め
、蓮
と
四
季
折
々
の

美
し
い
花
を
基
調
に
さ
れ
た
作
品
で
し
た
。

作
者
は
、
橘
を
昭
和
三
五
年
に
卒
業
さ
れ
た

中
村
育
子
さ
ん
で
す
。

　

橘
祭
の
当
日
も
春
光
会
の
応
援
に
駆
け
付

け
て
下
さ
り
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
中
村
さ
ん
と

ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
に
グ
イ
グ
イ
と
引
き
込
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
と
ち
ぎ
り
絵
と
の
出
会
い
は
今

か
ら
二
〇
年
余
り
前
で
す
。和
紙
が
好
き
！

和
紙
の
感
触
が
大
好
き
！
和
紙
の
綺
麗
な
色

に
感
激
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。一
つ
の
作
品

を
仕
上
げ
る
の
に
一
年

以
上
を
か
け
、
始
め
は

ボ
ー
ド
に
下
絵
を
描
き
、

そ
の
上
に
薄
い
色
の
和

紙
を
幾
重
に
も
張
り
合

わ
せ
独
特
の
色
を
出
し

ま
す
。ピ
ン
セ
ッ
ト
と

専
用
の
鋏
、
の
り
を
使

い
繊
細
な
線
と
細
や
か

な
技
術
、
力
強
く
も
優

し
い
ち
ぎ
り
絵
の
作
品

か
ら
も
中
村
さ
ん
の
温

か
い
お
人
柄
が
窺
え
ま

す
。

　

い
く
つ
も
の
素
晴
ら

し
い
作
品
を
仕
上
げ
て

い
く
中
、
主
婦
の
中
村

さ
ん
は
お
母
様
の
介
護

で
七
年
余
り
、
こ
の
ち
ぎ
り

絵
か
ら
離
れ
介
護
に
専
念
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
再
び
五
年
前
か

ら
本
格
的
に
ち
ぎ
り
絵
を
始

め
ら
れ
、
平
成
二
三
年
八
月

に
は
「
日
美
絵
画
展
」
の
ち
ぎ

り
絵
部
門
で
「
優
秀
賞
」
を
受

賞
。

　

ま
た
、
三
年
前
か
ら
は
自

ら
が
教
室
を
開
か
れ
、
生
徒

さ
ん
た
ち
に
技
術
を
惜
し
み

な
く
伝
え
、
毎
日
毎
日
、
和
紙

を
ち
ぎ
ら
な
い
日
は
な
い
と

目
を
輝
か
せ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。ち
ぎ
り
絵
は
一
生
の
趣

味
！
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
沢

山
の
中
か
ら
の
紙
さ
が
し
は

大
変
だ
け
ど
、
今
は
生
き
が
い
だ
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
主
婦
で
忙
し
い
中
で
の
自
分
の

趣
味
を
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
へ
の
、家
族
、夫

に
す
ご
く
感
謝
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、ち

ぎ
り
絵
を
教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
と
の
出
会

い
、
良
い
先
生
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。」と
・
・
・
自
分
の
苦
労
な
ど
一

言
も
言
わ
ず
、中
村
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は「
感

謝
」と「
好
き
」で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
村
さ
ん
が
今
手
が
け
て
お
ら
れ

る
の
は「
奥
の
細
道
」の
シ
リ
ー
ズ
だ
そ
う
で

す
。芭
蕉
が
通
っ
た
道
・
・
・
日
光
街
道（
ば

け
地
蔵
・
・
・
行
き
と
帰
り
で
地
蔵
の
数
が

違
う
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
い
た
ん
で
す

よ
、と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

常
に
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
、

日
々
の
生
活
で
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
る
こ
と
。

美
し
い
景
色
、ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
風
景
、同

じ
景
色
で
も
作
品
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
見

る
目
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
、
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
年
は
結
婚
五
〇
年
の
金
婚
を
迎
え
ら
れ

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
お
体
に
留
意
し
て
い
た

❻
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だ
き
、
益
々
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
新
し
い
作
品
の
完
成
を
私
達
後

輩
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
い
し
た
。

クラブトピックス

◇ＮＨＫ－Ｅテレ　
　スクールライブ ショー　
　吹奏楽バトル（全国大会）
　グランドチャンピオンに輝く
　　　　　　　（１月　静岡県）

◇全国高校総合文化祭〈郷土芸能部門〉
　13 年連続出場　優良賞　　
　　　　　　　（8月　富山県）

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉　5年連続出場
　　　　　（7～８月　新潟県）
◇国民体育大会
　　　　　　（10月　岐阜県）
　4×100ｍＲ〈成年少年女子共通〉
　京都チームの第三走者として
　準決勝進出
◇2012年日本ジュニア・ユース
　陸上競技選手権大会
　　　　　　（10月　愛知県）
　6種目　7名出場

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉　
14年連続　16回出場　ベスト8
　　　　　　 （8月　富山県）

◇国民体育大会〈少年女子〉　
　6年連続 12回出場　
　　京都橘単独チームで出場
　　ベスト 16（10 月　岐阜県）
◇全日本高校バレーボール選手
　権大会　〈春の高校バレー〉
　14年連続 16回出場
　　ベスト 8　　（１月　東京）
　前年度優勝校で大会 4 連覇中
　の東九州龍谷をストレートで
　破る

◇国民体育大会〈少年男子〉　
　　　　　　　（9月　岐阜県）
　京都選抜チーム４名、岐阜選
　抜チーム１名　出場
◇全国高校サッカー選手権大会
　準優勝　　　　（1月　東京）
　得点王　　
　仙頭啓矢・小屋松知哉
　優秀選手　６名
◇日本高校選抜ヨーロッパ遠征
　デュッセルドルフ国際ユース
　サッカー大会　優勝
　　　　　（３～４月　ドイツ）
　仙頭啓矢・小屋松知哉　
　二人で３ゴール　初優勝に貢献

陸上競技部

吹奏楽部

太鼓部

❼

稲吉校長が、デジカメ片手にぶらり
校長室を出て校内の様子をウォッチング。
「お気に入り」に入れてご注目ください。

ホームページ 校長室だより

インターネット・ホームページ

日々更新中！！
女子バレーボール部

男子サッカー部

 卒業生の活躍
 ■京都橘初！　
　オリンピック選手誕生！
 　100期生　中道　瞳さん
　　　（現　東レアローズ）
 　オリンピック　28年ぶりの
　銅メダル獲得　　　
　　　　（８月　ロンドン）

■2012札幌国際ハーフ
　マラソン　優勝
　99期生　伊藤　舞さん
　　（現　大塚製薬）
　　　　　（７月　北海道）

学園創立110周年記念行事
 　歌舞伎鑑賞　　　（５月）
 　文化公演会
　「地球のステージ６
　～久遠の帰還～」　（10月）
　ホームカミングデー・
　タイムカプセル開封式　　　　
　　　　　　　　　（11月）
　　卒業生約370名　参加
　「10年後の自分」への手紙　
　　　　　　　　　　（12月）

2012年度の主なクラブの全国大会での戦績
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筍
や
競
輪
の
街
で
知
ら
れ
る
向
日
市
。そ

の
競
輪
場
の
南
隣
に
あ
る
、
高
井
順
子
さ
ん

（
53
年
度
普
通
科
卒
業　

旧
姓
田
渕
）の
お
店

「
キ
ッ
チ
ン
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」を
訪
ね
ま
し
た
。

　

向
日
町
の
駅
か
ら
道
な
り
に
長
岡
京
市
の

方
向
へ
進
ん
で
行
く
と
、
コ
テ
を
持
っ
た
か

わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
看
板
が
目
に
飛
び

込
ん
で
来
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
常
連
さ
ん
ら

し
い
お
客
さ
ん
が「
ご
馳
走
さ
ま
」と
出
て
来

ら
れ
た
の
と
入
れ
替
わ
り
に
、
店
内
に
入
る

と「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」と
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
明
る
い
爽
や

か
な
声
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

季
節
は
ち
ょ
う
ど
桃
の
花
が
香
る
３
月
、

店
頭
に
は
色
鮮
や
か
な
山
積
み
の
フ
ル
ー
ツ

と
共
に
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

❽

卒業生の皆様へ

● 日時

● 場所

2013年6月15日（土） 
午前11時00分（受付は10時30分より）

新・都ホテル
京都駅八条口前　TEL（075）661-7111

■ ご出席のお申込は、会費のお振込をもって受付をさせていただきます。なお、準備の都合上お振込は5月31日(金曜日)までにお願いします。

2013年度 春光会総会・懇親会のご案内
　本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。同窓生の皆様お誘いあわせの上、懐かしいひとときをお過ごしく
ださいますようご案内申し上げます。
　なお、今年度は、退職教職員の会である「橘翔会」・卒業生の父母の会「橘幸会」と教職員との合同で懇親会を開催いたします。
懐かしい恩師もたくさんお見えの事と思いますので、ぜひご参加ください。

　

元
々
は
、伯

母
様
や
お
母

様
が
代
々
営

ま
れ
て
い
た

お
好
み
焼
き
・

鉄
板
焼
き
の

店
で
し
た
。隣

の
陶
器
店
が

辞
め
ら
れ
た

の
を
機
に
フ

ル
ー
ツ
パ
ー

ラ
ー
を
開
店
す
る
こ
と
に
さ
れ
、
そ
の
後
十

数
年
前
に
一
つ
の
店
舗
に
改
装
し
現
在
の

「
キ
ッ
チ
ン
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」
の 

ス
タ
イ
ル
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

11
時
〜
20
時
の
営
業
中
に
出
さ
れ
る
定
食

に
は
、
日
替
わ
り
、Ａ
お
造
り
定
食
、Ｂ
魚
な

ど
の
和
食
、Ｃ
カ
ツ
や
お
肉
の
洋
食
が
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。鉄
板
料
理
を
さ
れ
て
い
た

お
店
な
ら
で
は
の
お
好
み
焼
き
・
焼
き
そ
ば

に
加
え
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
や
ト
リ
鍋
等
が
メ

ニ
ュ
ー
に
さ
ら
り
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
に

も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。お
野
菜
は
親
戚
の
老

舗
神
崎
屋
か
ら
仕
入
れ
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

　

近
く
に
あ
る
市
民
会
館
で
習

い
事
を
さ
れ
て
い
る
女
性
の
グ

ル
ー
プ
は
、帰
り
に
決
ま
っ
て
毎

週
立
ち
寄
ら
れ
、こ
の
店
な
ら
で

は
の
フ
ル
ー
ツ
一
杯
の
デ
ザ
ー

ト
と
共
に
お
喋
り
さ
れ
て
い
か

れ
る
そ
う
で
す
。 

壁
に
は
、
水
彩

画
サ
ー
ク
ル
の
先
生
が
描
か
れ

た
以
前
の
店
舗
の
絵
が
飾
っ
て

あ
り
ま
し
た
。聞
く
と
年
に
一
度
、

三
日
間
店
全
体
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
仕
立
て
水
彩
画
の
グ
ル
ー
プ
展
が
開
か
れ

る
そ
う
で
す
。奥
に
は
十
数
人
入
れ
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
も
あ
り
宴
会
・
パ
ー

テ
ィ
ー
も
安
価
な
料
金
か
ら
相
談
に
の
っ
て

頂
け
ま
す
。

　

近
く
に
お
住
ま
い
の
小
林
登
代
先
生
の
ク

ラ
ス
会
も
一
度
こ
こ
で
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し

た
。ま
た
安
養
寺
弘
子
先
生
・
松
本
須
美
子

先
生
も
時
折
食
事
に
来
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

是
非
旬
の
食
材
を
活
か
し
た
定
食
、
フ
ル
ー

ツ
デ
ザ
ー
ト
を
味
わ
い
に
出
掛
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー

キ
ッ
チ
ン
T
A
R
O

　
　

営
業
時
間 
11
時
〜
20
時

　
　

定
休
日 
月
曜
日
、第
三
、第
四
日
曜
日

　
　

電
話 

0
7
5
│
9
2
2
│
6
9
2
0

　
　

〒
6
1
7
│
0
0
0
2

　
　

向
日
市
寺
戸
町
西
ノ
段
４
│
２

KITCHEN

TAROTARO

● 内容

● 会費

会務報告・会計報告・予算案・懇親会

8,000円
（学生・未成年の会員は4,000円）


